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TA子育ち支援士及び支援士・補の皆さまへ 

NPO法人日本交流分析協会 理事長 廣瀬 一郎 

TA子育ち支援委員会   委員長 畑中さつき 

2025年度 TA子育ち支援士（補）資格更新研修のオンライン開催のご案内 

時下ますますご清栄のことと存じます。 

JTAANEWS でご案内しましたように、2025 年度資格更新研修を下記要領で ZOOM にて開催いたし

ます。今回も支援士同士の交流と、子育ち支援に直接役立つ講演を企画しました。 

基調講演は、支援士の皆さんだけでなく一般会員の方も視聴可能です。 

皆さんの周りで興味をお持ちの方がいらっしゃいましたら、おすすめください。 

 

資格更新研修は、TA子育ち支援士(補)資格を保持するために、3年に 1度の受講が必要です。 

 

ZOOMによる TA子育ち支援士資格更新研修実施要項 

記 

１.  日時：2025年７月５日（土）10：00～17：00 

   10：00 課題レポートのグループ討議 90分 

       (活動実践の報告 質疑応答) 

   11：30 全体発表 

   12：30 昼食休憩 

   13：30 基調講演 

『子どものケアと自律への道のり―児童相談所の現場から―』 

講師：渡邉 直（わたなべ ただし）先生 

<プロフィール> 

 臨床心理士 公認心理師 

1988～2025年千葉県心理職。県健康福祉部児童家庭課在職中は、虐待

防止対策事業等の企画立案に携わり、千葉県版子ども虐待マニュアル、家

族関係支援の手引きなどの作成に従事。 

千葉県内の相談所長を経て、2022年から中央児童相談所長。 

2025年から杉並区子ども家庭部参事。 

長年の現場経験の中から「非暴力コミュニケーションパッケージ“機中八策®”」をまとめ 

虐待防止講演会等の講師として全国を精力的に飛び回っておられます。 

<主な著書> 

（共著）「子ども虐待対応におけるサインズ・オブ・セーフティ・アプローチ実践ガイド」 

明石書店（2017）、「日本の児童相談所」明石書店(2022)など多数 

   16：00 子育ち支援士の活動について（活動報告） 

   17：00 終了 

 

２. 参加費：7,700 円  （基調講演のみの一般会員は 5,500 円） 

 

ZOOM開催／カメラ、マイク、スピーカー の機能のあるパソコン、タブレット、 

スマートフォンのいずれかで参加できます。 

 

３. 申込締め切り：６月 19日（木） 

 

 



 

― TA子育ち支援士（補）資格更新研修お申し込み方法 ― 

 

１）参加費を振り込み後 ZOOM受講に使用するメールアドレスから件名欄に「子育ち支援士 

資格更新」と表記のうえ、下記必須項目のご連絡をお願いします。 

 

2026年度より、資格更新研修案内を郵送からメールでの案内に変更いたします。 

メールアドレスに変更がある方、未登録の方は下記アドレスにご連絡をお願い致します。 

 ※更新研修申込者は不要です。 

① 会員番号 

② 氏名 

③ 支部名 

④ 資格 

⑤ 電話番号（当日連絡可能な携帯番号） 

⑥ 参加費送金日 

【送信先】協会「子育ち支援委員会」メールアドレス：child@j-taa.org 

 

２）お申込み順に受付をします。 

参加が確定次第、事務局より返信メールをします。 

 

３）受講日の約５日前に資料及び ZOOM招待メールを送信します。 

 

４）受講日の１～２日前に確認のために招待メールを再送信します。 

  入室は９：30から可能です。入室に不安のある方は対応に時間がかかる場合がありますの

で、早めに入室をお願いします。 

 

５）参加費の振込先 

 

●郵便局からお振込みの場合 

口座番号：00110-1-155513 

口座名：特定非営利活動法人 日本交流分析協会 

 

●他の金融機関からお振込みの場合 

銀行名：ゆうちょ銀行 

店番：０１９ 

店名：ゼロイチキュウ 

預金口座：当座預金 

口座番号：0155513 

受取人名：ﾄｸﾋ）ﾆﾎﾝｺｳﾘｭｳﾌﾞﾝｾｷｷｮｳｶｲ（ｶﾅ氏名） 

 

※ 送金人のお名前・会員番号・講座名を必ずご記入願います。 

例）コウリュウハナコ・3277・コソダチシカク 

 

※受講当日までに課題レポートを作成し、1部をお手元にご用意下さい。 

 

 

以 上 

mailto:child@j-taa.org


 

２０２５年度「TA子育ち支援士資格更新研修」課題シート 

【実 践 記 録】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

◎当日、一部をプリントアウトしてお手元にご用意ください。グループの話し合いに必要です。 

養成講座終了後から現在まで、子育ち支援士としてどのような実践をしましたか。事例を挙げて実践状況

を具体的に記述してください。 

また、困ったこと成功したこと、子育ち支援士の学習前と学習後とはどのような変化があったかなどにつ 

いても記述してください。 


